
「自然体験 うみゆくい　海辺のインタープリター

特集

特集

特集

沖縄県広報誌｢美ら島沖縄｣は、県の施策や
情報をわかりやすく県民のみなさまにお伝
えする冊子です。公共機関や学校、銀行、病
院など多くの方が利用する施設でご覧にな
ることができるほか、沖縄ファミリーマー
トの店舗で無料配布しています。

沖縄県広報誌「美ら島沖縄」について

＊

http://www.pref.okinawa.jp/churahome/

本号とバックナンバーは県広報課
ホームページでご覧になれます。

苦労して削ったマイ箸が完成！

遊んで学ぶ自然教室

TEL.098-866-2020 

「
竹
で
マ
イ
箸
を
作
ろ
う
」

Ｌ字にした親指から

人差し指までの対角

線の長さ×1.5 倍を、

箸の長さにする。

のこぎりで竹を切り、

なたで４つに割る。

カッターで丸く削る。

紙やすりで仕上げ、柿渋を塗って乾いたら完成！

千野 精一郎さん
学生時代に訪れた沖縄が忘れられず、移住。
2008年、自然体験やエコツアーを案内する「自
然体験 うみゆくい」をオープン。スノーケリング
インストラクター、海辺の自然体験活動リーダー
（CONEリーダー）など、多数の資格を持つ。

遊んで学ぶ自然教室 親子エコくらぶ　
   「竹でマイ箸を作ろう」

サシバ

　最
近
は
お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
ま
で
、エ
コ

の
意
識
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。外
食
時
は

割
り
箸
を
使
わ
ず
に
、「
マ
イ
箸
」を
持
ち
歩
い

て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
勝
連
俊
太
朗
く
ん（
小
三
）親
子
が
竹

で
マ
イ
箸
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
す
。

　ま
ず
は
、材
料
の
竹
を
用
意
し
ま
す
。今
回

は
、ご
近
所
の
庭
か
ら
余
っ
た
竹
を
も
ら
っ
て

き
ま
し
た
。

　理
想
的
な
箸
の
長
さ
は
、自
分
の
利
き
手
の

親
指
と
人
差
し
指
を
Ｌ
字
に
開
い
た
と
き
の

親
指
と
人
差
し
指
の
先
を
結
ん
だ
対
角
線
の

長
さ
×
一
・
五
倍
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。も

の
さ
し
で
測
っ
て
み
る
と
、俊
太
朗
く
ん
は
十

六
セ
ン
チ
、お
父
さ
ん
は
二
十
四
セ
ン
チ
で
し

た
。や
っ
ぱ
り
お
父
さ
ん
の
手
は
大
き
い
で
す

ね
。

　長
さ
が
決
ま
っ
た
ら
、の
こ
ぎ
り
で
竹
を
切

り
、な
た
で
四
つ
に
割
り
ま
す
。日
曜
大
工
は

あ
ま
り
し
な
い
と
言
う
お
父
さ
ん
で
す
が
、な

か
な
か
の
腕
前
で
す
。な
た
を
初
め
て
使
う
俊

太
朗
く
ん
は
、ち
ょ
っ
と
緊
張
気
味
。「
竹
は
た

て
に
繊
維
が
あ
る
の
で
、ス
ー
ッ
と
割
れ
や
す

い
で
す
。手
を
切
ら
な
い
よ
う
に
よ
く
注
意
し

て
ね
」と
千
野
先
生
。

　な
た
で
割
っ
た
竹
の
角
を
カ
ッ
タ
ー
で

削
っ
て
丸
く
し
、持
ち
や
す
く
し
ま
す
。刃
物

を
使
う
時
は
注
意
が
必
要
で
す
。絶
対
に
人
に

向
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。使
う
時
は
刃
先
を
手

前
に
向
け
る
と
危
な
い
の
で
、必
ず
手
の
向
こ

う
側
に
向
け
て
使
い
ま
す
。ま
た
、使
い
終

わ
っ
た
ら
き
ち
ん
と
ケ
ー
ス
に
し
ま
う
よ
う

に
し
ま
す
。

　カ
ッ
タ
ー
を
あ
ま
り
使
っ
た
こ
と
が
な
い

俊
太
朗
く
ん
は
、な
か
な
か
う
ま
く
削
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。力
を
入
れ
す
ぎ
て
手
も
痛
く

な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。「
無
理
に
削
ろ
う
と

す
る
と
ケ
ガ
を
す
る
よ
。竹
を
く
る
く
る
回
し

な
が
ら
、表
面
を
滑
ら
せ
る
よ
う
に
削
っ
て
み

よ
う
」と
、千
野
先
生
が
ア
ド
バ
イ
ス
。

　見
か
ね
て
手
伝
お
う
と
す
る
お
父
さ
ん
に

「
自
分
で
や
る
！
」と
断
り
、真
剣
に
取
り
組
む

俊
太
朗
く
ん
。納
得
が
い
く
ま
で
、じ
っ
く
り

ゆ
っ
く
り
竹
を
削
っ
て
い
ま
す
。苦
労
し
た
か

い
あ
っ
て
、き
れ
い
に
角
が
取
れ
て
持
ち
や
す

い
お
箸
が
で
き
ま
し
た
。次
は
、紙
や
す
り
で

磨
い
て
仕
上
げ
ま
す
。「
う
わ
っ
！
ツ
ル
ツ
ル
に

な
っ
た
！
全
然
違
う
ね
」と
大
喜
び
の
二
人
。

　最
後
に
、防
水
・
防
虫
・
防
腐
・
抗
菌
・
消
臭
効

果
が
あ
る
柿
渋
を
塗
り
ま
す
。柿
渋
は
天
然
素

材
な
の
で
、口
の
中
に
入
っ
て
も
健
康
に
は
問

題
あ
り
ま
せ
ん
。

　乾
い
た
ら
完
成
！
自
分
で
作
っ
た
マ
イ
箸
で

食
べ
る
ご
飯
は
、い
つ
も
よ
り
お
い
し
く
感
じ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

お
箸
の
長
さ
は

 

ど
の
よ
う
に
決
め
る
？

カ
ッ
タ
ー
を
使
っ
て

　
　
　
　
　
竹
を
削
ろ
う

2

身
近
に
あ
る
地
元
の
素
材
を
使
っ
て

昔
な
が
ら
の
遊
び
に
挑
戦
す
る
「
う
ち
な
〜
流
エ
コ
」
。

お
日
様
や
風
を
感
じ
て
、
親
子
で
一
緒
に
遊
び
な
が
ら

沖
縄
の
豊
か
な
自
然
を
再
発
見
し
て
み
よ
う
！

「マイ箸」のつくりかた

刃物を使う時は周りにも注意！

柿渋を塗ると、使っているうちにきれいな深い色に変化します

TEL： 050-1505-8873
URL： http://umiyukui.ti-da.net
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2

3

監
修
／
N
P
O
法
人
沖
縄
ホ
ー
ル
ア
ー
ス
研
究
所

県政フラッシュ  

沖縄21世紀ビジョンの概要

リサイクル製品を使用しましょう

振り込め詐欺を撲滅しよう！ 

仕事の現場ウォッチング

金融のシゴト（銀行員）

県のうごき1

インターネット公売

県のうごき2

情報ひろば　お知らせ

輝け！わした島の未来「沖縄元気プロジェクト」
読谷村

個人住民税の特別徴収

守りたい自然  ～おきなわの彩鳥（いろどり）～

生まれて初めて使うなたにドキドキ

◇用意するもの◇

竹、のこぎり、なた、

カッター、ものさし、

はけ、紙やすり、柿渋



握手を交わす仲井眞知事と福島大臣

1612 福島みずほ少子化対策担当大臣が仲井眞知事と
沖縄の子育て支援対策について会談

県側の説明に耳を傾ける福島大臣

　就任後、初来県した福島みずほ少子化対策担当大臣は
県庁を訪ね、仲井眞知事と沖縄の子育て支援対策につい
て意見交換した。
　仲井眞知事は「沖縄は認可外保育施設で預かる
児童の数が多い。認可外保育施設の認可化などに
ついて、国の政策としてぜひとも支援をお願いした
い」と要望した。
　これに対し、福島大臣は「沖縄の実情に合わせた
待機児童の解消をぜひやりたい」と話し、全国トッ

プとなっている沖縄の保育所待機児童の解消や認可外保育施設の認可化に対する条件の緩
和、同施設に対する支援など、沖縄独自の子育て支援策に積極的に取り組む考えを示した。こ
の後、福島大臣は浦添市内の認可外保育施設などを視察した。

福島みずほ少子化対策担当大臣が仲井眞知事と

　就任後、初来県した福島みずほ少子化対策担当大臣は
県庁を訪ね、仲井眞知事と沖縄の子育て支援対策につい

K E N S E I   F L A S H

県政

フラッシュ
12月・1月の動き

記念撮影に加わる仲井眞知事と函館豆記者団一行

2512

41

91

官民一体で沖縄観光復活へ
2010年沖縄観光新春の集い

平野官房長官が仲井眞知事と
米軍普天間飛行場の移設問題について意見交換

函館豆記者団が県庁で仲井眞知事と
金武県教育長を取材

歓迎のあいさつをする仲井眞知事

鏡割りを行う仲井眞知事ら

米軍普天間飛行場移設問題について言及する平野長官

沖縄の現状について説明する仲井眞知事

　就任後初めて来県した平野博文内閣官房長官は県
庁で仲井眞知事ら県幹部と会談し、米軍普天間飛行
場の移設問題などについて意見交換した。
　会談で仲井眞知事は「県民は米軍普天間飛行場
の県外移設を強く望んでいる。県民が望む方向を含
めて答えを出し、実行してもらいたい」として同飛行
場の一日も早い危険性の除去を訴えたほか、日米地
位協定の抜本的見直しや米軍飛行場（普天間・嘉手納）の騒音軽減措置などを平野官房
長官に要請した。

　また、「県からの要望を伝える窓口がよくわからず、政府へのパイプが詰まっているように感じる」と述べた。
　平野官房長官は「窓口を明確にして何でも言い合えるようにする。知事や各自治体と官邸のパイプを太くして互いに連携しながら問
題解決に取り組みたい」と応じた。

あいさつする仲井眞知事

　沖縄観光コンベンションビューロー（OCVB）
主催の「2010年沖縄観光新春の集い」が那覇
市内のホテルで開催され、観光業界や行政関係
者など約1,100人が参加し、官民一体による沖
縄観光の飛躍を目指す決意を新たにした。
　OCVBの平良哲会長は「去年は景気低迷と新
型インフルエンザのダブルパンチによって沖縄
観光も停滞したが、今年はその逆風を追い風に変えるつもりで頑張っていきたい」
とあいさつした。
　仲井眞知事は来賓あいさつで「観光客数１千万人、観光収入１兆円を実現するた
めにも業界と県が一体となり、沖縄の魅力が詰まった観光を支援していくことが重
要だ」と話した。

　地元とは異なる自然や文化、人々の暮らし
に触れることで、相互の理解を深めることを目
的に北海道函館市の小学生20人で結成され
た平成21年度函館豆記者団の一行が取材活
動のため来県し、県庁を訪れた。
　北海道教育大学附属函館小学校5年生の
丸埼佳希君らは豆記者団を代表して、仲井眞
知事らに米軍普天間飛行場の移設問題や移設後の跡地利用などについて質
問した。
　仲井眞知事は「米軍普天間飛行場は街の中心部にあり、航空事故による米
軍機の墜落などの危険があるほか、周辺に住む住民の生活を脅かしている騒
音問題もあるので一刻も早い移転が必要だ」と答えた。

　
　
月
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U
A
R
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日誌
県政

52万7,431世帯世帯
※前月比535世帯増

平成21年12月1日現在

138万7,932人人口
※前月比912人増

4日6日7日8日9日11日12日13日
沖縄の人口
世帯の動き
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沖縄21世紀ビジョンの構成

　県では、初めての長期構想となる「沖縄21世紀ビジョン（仮称）」を、県民とともに作成しています。
　21世紀ビジョンは、県民の皆様から寄せられたご意見をもとに、将来（2030年）のあるべき沖縄の
姿を描き、その実現に向けた県民一体での取り組みを明らかにするものです。
　今回は21世紀ビジョンの概要をご紹介します。

なぜ今、沖縄21世紀ビジョン
が必要なのでしょうか
　私たちは今、大きな転換期を迎えていま
す。これまで経験したことのない少子高齢
化、社会経済の急速なグローバル化、地球
規模での環境問題の深刻化が進み、人口減
少社会の到来も間近に迫っています。
　今こそ、20年後の沖縄を担う「次の世代」
をしっかり見据えて、真の豊かさを追求する
長期的な戦略が求められています。

ビジョンの実現に向けて
　ビジョンの実現に向けては、すべての県民
が課題と目標を共有し、適切な役割分担の下、
県民一体となった取り組みが重要です。21世
紀ビジョンでは、県民や行政の役割と取り組
みの方向性等を明らかにしています。

　日本本土とは異なる歴史や地理的特性等を
持つ沖縄には、固有の課題が存在します。21
世紀ビジョンでは、次の４項目について、その
対応方向を明らかにしています。

　21世紀ビジョンでは、５つの「めざすべき将来像」を明らかにするととも
に、その実現に向けた基本的課題と、それぞれの課題解決のための推進
戦略を整理しています。

めざすべき将来像
～県民が望む20年後の姿～
　21世紀ビジョンは、多くの県民意見を反映
させながら作成することとしており、一昨年
よりビジョン小冊子の配布をはじめ、地域
フォーラムやシンポジウムのほか県内全41市
町村でのワークショップを開催するなど、県
民意見を広く募集してきました。
　その結果、県民アンケート2,751件、高校
生作文509件など多くのご意見が寄せられ、
これらを基に県民が望む将来の姿「めざす
べき将来像」を次のように描きました。

1

2

3

4

5

県企画調整課  TEL：098-866-2026　 FAX：098-866-2351お問い合わせ

克服すべき沖縄固有の課題と
対応方向

沖縄らしい自然と歴史、伝統、文化を
大切にする島
心豊かで、安全・安心に暮らせる島
希望と活力にあふれる豊かな島
世界に開かれた交流と共生の島
多様な能力を発揮し、未来を拓く島

世界に開かれた交流と共生の島4
外交における
沖縄の役割発揮

国際交流と共生の
ネットワークづくり

世界への協力・貢献 平和の発信と
世界平和への貢献

多様な能力を発揮し、未来を拓く島5
より良い人間形成 国際性や個性を育む教育 沖縄の活力を生む人材の育成

のサブタイトルを
募集します
　県では２月中旬を目途に、21世紀ビジョ
ンのサブタイトルを募集します。初めて作
成する長期構想にふさわしいタイトルをお
寄せください。

詳しくは、
沖縄県HPか、
下記記載の
21世紀ビジョン
特設WEBを
ご覧ください。

の概要

「多様な能力を発揮し、未来を拓く島」推進戦略
　資源が少なく、多くの離島からなる海洋島しょ圏 

沖縄が発展する最大の拠り所は人材です。時代の変

化へ柔軟に対応し、先見性に富み、発展を支える人材

の育成が求められています。

　このため、沖縄らしい個性を持った人づくりの推

進、国際性と個性を養い育てる教育システムの拡充、県民ニーズに応じた学習やスポーツ活

動機会の提供等に取り組みます。また、地域社会および地域産業を支える多様な人材育成

の充実・強化、最先端産業を担う人材の育成等にも取り組みます。

「沖縄らしい自然と歴史、伝統、文化を大切にする島」推進戦略
　沖縄の将来像として、県民の多くが自然環境や歴史、

伝統、文化を重視しています。私たちには、これら「沖縄

の宝」を損なうことなく、次世代に引き継ぐことが求めら

れています。

　このため、失われつつある自然環境の保全・再生・創造

の推進、リサイクル技術の革新や環境ビジネスの創出、地

球温暖化対策の先進的モデル「低炭素島しょ社会」の実

現、「沖縄の心」や伝統文化の発信と国際交流等への活

用、「価値創造型のまちづくり」等に取り組みます。

沖縄らしい自然と歴史、伝統、文化を大切にする島1
自然環境の保全
と再生・創造

沖縄伝統文化・芸術
の創造と活用沖縄グリーン・イニシアティブ

食・風土・技術を活かした
健康長寿地域づくり

21世紀の「万国
津梁」形成

沖縄新・リーディ
ング産業育成

持続的発展の基盤と
なる地域産業振興

沖縄が担うべき
地域外交

人・知識・文化の融合する
海邦交流拠点形成

知的財産の集積による
国際貢献拠点形成

アジア・太平洋「平和
協力外交地域」形成

海洋島しょ圏を支
える離島力発揮

大規模な基地返
還跡地の活用

雇用対策と多
様な人材確保

 セーフティネット
（安全網）形成

人権尊重と共生 グローバルな教育先進地域づくり 「海邦養秀」の拠点形成
共助・共創型地域づくり

千年悠々の人間に
優しいまちづくり

世界に誇れる環境
モデル地域の形成

独特の歴史､伝統､
文化の復興と創造

沖縄らしい風景・
景観とまちづくり

「希望と活力にあふれる豊かな島」推進戦略
　沖縄は全国で数少ない人口増加県です。これは、すでに人口減

少社会に入ったわが国において、大きな強みといえます。また、米

軍基地の大規模な返還も予定されており、次世代を見据え、自立

した沖縄経済の構築に道筋を付けることが求められています。

　このため、農業や製造業など地域産業の振興に加え、観光リ

ゾート産業や情報通信産業の新たな展開に取り組みます。また、

将来の沖縄経済を牽引する新たな産業として、国際物流拠点の形成をはじめ、沖縄科学

技術大学院大学を核とし、環境分野や医療・健康分野など最先端の科学技術を応用した

産業の育成・集積に取り組みます。

「世界に開かれた交流と共生の島」推進戦略
　沖縄の発展のためには、世界と交流し、共生することが重要

です。東アジアの中心に位置する地理的特性や、長い歴史と文

化の中で育まれたイチャリバチョーデーなど「沖縄の心」を活

かし、国際交流や国際社会への協力・貢献を進め、世界を結

ぶ架け橋「万国津梁」となることが求められています。

　このため、世界各地とのネットワークづくりを行い、離島振

興や環境保全など沖縄との共通課題に対する島しょ国への協力・貢献、多国間協力の枠

組みづくりに寄与する外交・国際会議の拠点形成等に取り組みます。

「心豊かで、安全・安心に暮らせる島」推進戦略
　「安全・安心」は暮らしの基本となるものです。沖

縄の良さとされるユイマールなど「沖縄の心」を活かし

た安全で安心な社会を、次世代に引き継ぐことが求め

られています。

　このため、世界に誇れる「健康・長寿おきなわ」の実

現、福祉・子育て・防犯・防災対策の充実など地域社

会全体で支え合う仕組みづくり、地域社会を構成する

主体間の「共助と絆」を基本とした地域コミュニティの

再生等に取り組みます。

心豊かで、安全・安心に暮らせる島2
健康・長寿の復活 安全・安心な暮らしの実現 個性豊かな地域社会づくり

希望と活力にあふれる豊かな島3
２１世紀の
「万国津梁」
の実現

地域に根ざし
た産業の振興

沖縄を牽引
する新しい
産業の育成

雇用の創出
と人材の確保 離島力の発揮 基地返還跡地

の活用

大規模な基地返還とそれに伴う
県土の再編1

海洋島しょ圏 沖縄を結ぶ交通
ネットワークの構築3

2

4 沖縄における道州制のあり方

離島の新たな展開
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身
近
で「
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
」を
目
に
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

リ
サ
イ
ク
ル（
R
e
c
y
c
l
e
：
ご
み
の
再
生
利
用
）は
、廃
棄
物
削
減
の
効
果

的
な
手
段
と
し
て
、リ
デ
ュ
ー
ス（
R
e
d
u
c
e
：
ご
み
の
発
生
抑
制
）、リ
ユ
ー
ス

（
R
e
u
s
e
：
ご
み
の
再
使
用
）と
と
も
に「
３
Ｒ
」と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
利
用
拡
大
の
た
め
、「
沖
縄
県
産
リ
サ
イ
ク
ル
製
品

利
用
促
進
制
度
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

沖縄県産
リサイクル
製品に
ついて

県環境整備課  TEL：098-866-2231　 FAX：098-866-2235お問い合わせ

　
「
循
環
型
社
会
」と
は
、『
限
り
あ
る
資
源

の
消
費
を
抑
え
、環
境
へ
の
負
荷
を
で
き
る

限
り
減
ら
す
社
会
』
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

「
資
源
の
消
費
を
抑
え
る
」
と
は
、
具
体
的

に
は
次
の
よ
う
に
取
り
組
む
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進

す
る
た
め
に
、「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
や

「
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
」、「
容
器
包
装
リ

サ
イ
ク
ル
法
」な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
を

対
象
に
し
た
法
律
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

消
費
者
、製
造
メ
ー
カ
ー
、行
政
な
ど
の
役

割
が
明
確
に
さ
れ
、
社
会
全
体
で
資
源
を

有
効
活
用
す
る
取
り
組
み
が
盛
ん
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

 

「
廃
棄
物
」と
は
、日
常
生
活
な
ど
で
い

ら
な
く
な
っ
た
も
の
の
こ
と
を
い
い
、「
一
般

廃
棄
物
」と「
産
業
廃
棄
物
」に
分
け
ら
れ

ま
す
。会
社
な
ど
の
事
業
活
動
か
ら
出
る

廃
棄
物
の
う
ち
、
法
令
で
定
め
る
も
の
を

産
業
廃
棄
物
と
し
、
そ
れ
以
外
の
家
庭
ご

み
な
ど
を
一
般
廃
棄
物
と
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
に
お
け
る
廃
棄
物
の
排
出
量
は
、

一
般
廃
棄
物
が
若
干
の
減
少
傾
向
に
あ

り
、
産
業
廃
棄
物
も
一
定
の
水
準
で
推
移

し
て
い
ま
す
が
、「
循
環
型
社
会
」の
形
成

に
向
け
て
、
今
後
さ
ら
に
排
出
量
の
抑
制

と
、
再
生
利
用
の
促
進
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

本
県
は
、
島
し
ょ
県
と
い
う
地
理
的
条

件
に
加
え
、
現
在
あ
る
最
終
処
分
場
に
今

後
埋
め
立
て
ら
れ
る
廃
棄
物
の
量
が
限
ら

れ
て
い
る
た
め
、
県
域
内
で
の
資
源
の
循

環
シ
ス
テ
ム
を
築
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

県
で
は
、
主
に
日
用
品
と
し
て
使
用
さ

れ
る
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
対
象
と
す
る

「
沖
縄
県
産
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
利
用
促
進

制
度
」と
、
建
設
資
材
を
対
象
と
す
る「
沖

縄
県
リ
サ
イ
ク
ル
資
材
評
価
認
定
制
度
」

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
発
生
し
た
廃
棄
物
な
ど
の
循

環
資
源
を
使
用
し
て
、
県
内
で
製
造
さ
れ

た
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
や
資
材
に
つ
い
て
、
県

が
定
め
た
品
質
や
安
全
性
な
ど
の
基
準
を

満
た
し
た
も
の
を
認
定
し
、
そ
の
利
用
拡

大
を
図
り
ま
す
。

　

現
在
、
日
用
品
三
製
品
、
建
設
資
材

三
七
六
製
品
が
県
産
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
と

し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
定
製
品
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
、
広
く
県
民
に
優
先
利
用

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。ま
た
、
建
設
資
材

に
つ
い
て
は
県
が
発
注
す
る
公
共
工
事
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

資
源
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
、
事
業

者
は
、省
資
源
化
や
資
源
の
再
利
用
、再
生

利
用
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
行
政
も
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

循
環
型
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
と
併
せ
て
、消
費
者
で

あ
る
県
民
一
人
ひ
と
り
が
環
境
に
配
慮
し

て
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

県
産
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
積
極
的
利
用

に
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

循
環
型
社
会
と
は
？

県
内
に
お
け
る
廃
棄
物
の
現
状

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
使
お
う

沖
縄
県
産
リ
サ
イ
ク
ル

製
品
利
用
促
進
制
度

認定
販売

利用促進

期待される効果期待される効果
資源の有効利用
廃棄物の減量化
廃棄物最終処分場の
延命化

日常生活などで
優先利用

各制度についての詳細は

にお問い合せください。
また、県ホームページでもご覧になれます。

沖縄県産リサイクル製品利用促進制度
県環境整備課 TEL.098-866-2231

県技術管理課 TEL.098-866-2374
沖縄県リサイクル資材評価認定制度

建設資材は
公共工事などで
優先利用

Reduce Reuse

Recycle

3R

認定された「沖縄県産リサイクル製品」

廃 棄 物分別排出・収集

リサイクル製品
製造事業者
リサイクル資源
製造事業者
リサイクル製品
として再生利用
リサイクル製品
として再生利用

県内の

沖

縄
県産リサイクル

製

品

使
用
で
き
な
く
な
っ
た
も
の

◀認定製品には、このマークを付けて販売することができます。

沖縄県産リサイクル製品利用促進制度
沖縄県リサイクル資材評価認定制度

無機質土壌改良材
「スーパーソル」

廃ガラスを再利用した
←園芸用資材→

礫耕資材
「ソルマージ」

ごみを減らすこと、
出さないように
工夫すること

もう一度使うこと

もう一度、他のものや、そのものを
作れるようにすること

認定

第１号
認定

第2号

製
品
の
廃
棄
を
で
き
る
限
り

抑
え
る（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

廃
棄
物
を
循
環
資
源
と
し
て
、

再
使
用（
リ
ユ
ー
ス
）や
再
生
利

用（
リ
サ
イ
ク
ル
）す
る

１
、２
が
で
き
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
、適
正
に
処
分
す
る

123

廃プラスチックを
使用したゴミ袋等
「エコグレーポリシリーズ」

認定

第3号

★　★　★　★ ★　★　★　★



県警察本部安全なまちづくり推進課  TEL：098-862-0110　FAX：098-861-8609お問い合わせ

振
り
込
め
詐
欺
を

撲
滅
し
よ
う
！

　

新
た
に
手
を
変
え
、巧
妙
な
手
口
で
現
金
を
だ

ま
し
取
る「
振
り
込
め
詐
欺
」。

　

昨
年
の
被
害
発
生
は
、県
内
で
五
三
件（
総
額
約

一
九
三
六
万
円
）、全
国
で
は
六
七
七
六
件（
総
額

約
八
八
億
円
）と
な
っ
て
い
ま
す
。被
害
に
あ
わ
な

い
た
め
に
は
、そ
の
手
口
や
実
態
を
知
り
、対
処
方

法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

知っていますか？
振
り
込
め
詐
欺
の
主
な

手
口
と
被
害
の
実
態
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

振
り
込
め
詐
欺
の

撲
滅
に
向
け
て
！

防犯情報や子ども・女性に対する声か
けなどの不審者情報、地域安全情報
等をメールで配信しております。（登
録無料）詳しくは、県警ホームページ
をご覧ください。

　

電
話
で「
オ
レ
だ
よ
、オ
レ
」、「
電

話
番
号
が
変
わ
っ
た
」、「
カ
ゼ
を
引

い
て
声
が
変
わ
っ
て
い
る
」な
ど
、息

子
や
孫
に
な
り
す
ま
し
、会
社
で
の

ト
ラ
ブ
ル
や
交
通
事
故
の
示
談
金

等
を
理
由
に
し
て
現
金
を
要
求
す

る
手
口
で
す
。

　

県
内
で
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、全
国
で
は
依
然
と
し
て
最
も

多
い
手
口
で
高
齢
者
の
被
害
が
多

い
た
め
、注
意
が
必
要
で
す
。

　

無
差
別
に
メ
ー
ル
や
は
が
き
等

で「
サ
イ
ト
の
利
用
料
金
等
が
未
納

で
す
」、「
退
会
手
続
き
が
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
」、「
こ
れ
か
ら
裁
判
の
手
続

き
に
入
り
ま
す
」
な
ど
と
脅
し
た

り
、だ
ま
し
た
り
し
て
現
金
を
請
求

す
る
手
口
で
す
。

　

県
内
で
最
も
多
い
手
口
で
、
全
体

の
約
六
割
を
占
め
、若
者
の
被
害
が

多
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
は
融
資
を
し
な
い
の
に
、

融
資
す
る
と
い
う
内
容
の
メ
ー
ル

や
は
が
き
を
送
付
し
て
、融
資
を
申

し
込
ん
で
き
た
者
に
対
し
て
、「
保

証
金
を
先
に
入
金
し
て
く
だ
さ

い
」、「
審
査
料
と
し
て
○
○
万
円
が

必
要
で
す
」等
を
理
由
に
し
て
現
金

を
だ
ま
し
取
る
手
口
で
す
。

　

架
空
請
求
詐
欺
の
次
に
多
い
手

口
で
、中
高
年
の
被
害
が
多
い
傾
向

が
あ
り
ま
す
。

　

公
的
機
関
の
職
員
を
名
乗
り
、

「
税
金
の
還
付
が
あ
る
」、「
Ａ
Ｔ
Ｍ

で
還
付
す
る
」等
と
税
金
や
保
険
料

を
還
付
す
る
と
嘘
を
つ
き
、Ａ
Ｔ
Ｍ

（
現
金
自
動
預
け
払
い
機
）
を
操
作

さ
せ
て
、被
害
者
の
口
座
か
ら
相
手

の
口
座
へ
送
金
さ
せ
て
現
金
を
だ

ま
し
取
る
手
口
で
す
。

　

全
国
的
に
被
害
が
最
も
減
少
し

て
い
る
手
口
で
す
が
、油
断
は
禁
物

で
す
。

　

県
警
察
で
は
、
全
国
警
察
と
一

体
と
な
っ
て
犯
行
グ
ル
ー
プ
の
検

挙
は
勿
論
、
口
座
や
携
帯
電
話
等

を
犯
行
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
不
正

に
譲
渡
す
る
こ
と
も
そ
の
犯
行
を

助
け
る
助
長
犯
罪
と
し
て
取
り

締
っ
て
い
ま
す
。口
座
の
売
買
は

県内の振り込め詐欺の発生状況
（平成16年～平成21年12月末）暫定値

H16年
00

5千万

1億

1億5千万

2億

2億5千万
383件
19,489万円

342件
13,179万円

227件
11,241万円

140件
9,833万円 129件

8,254万円

53件
1,936万円

被害額
（円）

被害件数
（件）

50

100

150

200

250

300

350

400

450

H17年 H18年 H19年 H20年 H21年

被害額
被害件数

ちゅらさん運動ちゅらさん運動ちゅらさん運動を
１

だ
ま
さ
れ
な
い
ポ
イ
ン
ト
、

対
処
方
法
は
！
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●
オ
レ
オ
レ
詐
欺

●
架
空
請
求
詐
欺

●
融
資
保
証
金
詐
欺

●
還
付
金
等
詐
欺

す
ぐ
に
振
り
込
ま
ず
、
必
ず

家
族
、
友
人
、
知
人
や
警
察

等
の
相
談
機
関
に
相
談
す
る

心
当
た
り
の
な
い
要
求
は
無

視
し
、
相
手
に
絶
対
連
絡
し

な
い

融
資
前
の
保
証
金
請
求
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
の
税
金
等
の
還

付
金
話
は
、
振
り
込
め
詐
欺

を
疑
う

相談無視疑う

ちゅらひとづくりちゅらひとづくり
子ども達の健全な育成
を図る

ちゅらまちづくりちゅらまちづくり
通学路、公園等の安全・安心
な環境を確保する

ちゅらさん運動とは、３つの「ちゅらづ
くり」をキーワードに安全・安心な沖
縄県を実現するための運動です。

ちゅらゆいづくりちゅらゆいづくり
地域の連帯と
「ゆいまーる」を取り戻す

「安心ゆいメール」会員募集中です！ あなたに送られてきたメールを下記アドレスに転送してください。

furikome110@police.pref.okinawa.jp

（情報提供にご協力を！　あなたのプライバシーは守ります）

振り込め詐欺専用メールアドレス

●振り込め詐欺に関する相談先

●振り込め詐欺に関するメールの転送先
最寄りの警察署または警察安全相談 ＃9110まで

下記の振り込め詐欺専用メールアドレスまで

法
律
で
処
罰
さ
れ
ま
す
の
で
、
絶

対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

　

防
犯
講
話
、
街
頭
で
の
チ
ラ
シ

配
布
や
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

の
広
報
啓
発
な
ど
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
振
り
込
め
詐
欺
撲
滅
は
あ

と
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
ま

す
が
、引
き
続
き
、県
民
の
皆
さ
ん

の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

県
警
察
の
取
り
組
み

13
3

オ
レ
だ
よ
、

　

オ
レ
オ
レ

風
邪
で
声
が

ヘ
ン
だ
け
ど…

被害に
あわない
ために

利
用
料
金
が

未
納
で
す
。

お
支
払
い

く
だ
さ
い

記憶に
ないけど！

保
証
金
の

入
金
が
必
要

な
の
ね
？

最寄りの
警察署へ連絡
してください！

ATMで

送金しま
す

税
金
還
付

税
金
還
付

保
険
料
還
付

大
変
だ
わ

す
ぐ
に
送
金

し
な
け
れ
ば

怪しいと

思ったら
相談

するか無
視すれば

いいのネ
！

※
県
内
値
は
平
成
二
十
一
年
十
二
月
末
、全
国
値
は　

　
平
成
二
十
一
年
十
一
月
末（
い
ず
れ
も
暫
定
値
）



代表的な
スポット

タカ目タカ科

環境省レッドリスト「絶滅危惧Ⅱ類」に指定
Butastur indicus

代表的な
スポット

沖縄県内全域

「サシバ」

全長 50cmほどです。

本土では夏鳥ですが、沖縄では冬にやって来る渡り鳥です。

山地から市街地の緑地まで、

県内のあちこちで見かけるなじみの深い鳥です。

木や電柱などに止まり、

餌となる昆虫やトカゲなどを狙っている姿をよく見かけます。

ミーニシ（新北風）と伴にやってくる寒露の使者



興味のあるシゴトはあるけれど、その実態がよくわからない。
やりがいや本音、現場の空気がもっと知りたい！そんな思いに応えてさまざまなシゴトをリポート！

ヒントはいつも現場にありました！

上司からもヒトコト

沖縄県産業・雇用拡大県民運動実施中！

こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
？

現
在
の
仕
事
内
容
と
、

一
日
の
平
均
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

仕
事
で
苦
労
し
た
り
、

気
を
遣
う
点
は
？

世
界
の
経
済
情
勢
を

見
据
え
つ
つ
、お
客
さ
ま
の

大
切
な
資
産
を
運
用
。

多
様
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
責
任
の
あ
る

シ
ゴ
ト
。

小柄ですがとてもパワフル！
素直な努力家で、人あたりのよさが魅力。

銀
行
員
の
シ
ゴ
ト
と
は

1984年、那覇市出身。那覇商業高校情報

処理科、沖縄国際大学商経学部商学科卒

業。2006年、㈱沖縄銀行に総合職として

入行し、半年の研修期間を経て西崎支店

に配属される。現在は個人融資の窓口業

務を担当。勤続3年目。

学
生
時
代
に
ア
ル
バ
イ
ト
の
給
与
や

授
業
料
の
振
込
口
座
と
し
て
沖
縄
銀

行
を
利
用
し
て
い
る
時
、て
い
ね
い
に
説
明

を
し
て
く
れ
た
り
、「
勉
強
頑
張
っ
て
ね
」と

や
さ
し
く
声
を
掛
け
ら
れ
た
こ
と
で
お
き

ぎ
ん
の
フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
社
会

見
学
の
際
、「
一
緒
に
仕
事
が
で
き
る
日
を

待
っ
て
い
ま
す
」と
い
う
担
当
者
の
言
葉
が

耳
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。就
職
活
動
で
は
メ

リ
ハ
リ
の
あ
る
仕
事
を
希
望
し
、会
社
の
考

え
方
や
実
際
に
働
い
て
い
る
方
の
生
活
ス

タ
イ
ル
を
重
視
し
て
沖
縄
銀
行
に
決
め
ま

し
た
。合
格
す
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
、と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

個
人
の
融
資
窓
口
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
朝
8
時
ま
で
に
出
勤
し
て

行
内
の
清
掃
、
8
時
半
か
ら
朝
礼
や
行
員

で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
9
時
か
ら
午
後
3

時
ま
で
は
窓
口
で
お
客
さ
ま
の
対
応
を
し

ま
す
。閉
行
後
に
締
め
の
業
務
を
行
い
、落

ち
着
く
の
が
4
時
頃
。そ
れ
か
ら
、お
客
さ

ま
の
審
査
や
案
件
の
稟
議
を
行
い
ま
す
。

遅
く
て
も
7
時
ま
で
に
は
帰
り
ま
す
が
、

繁
忙
日
に
は
ラ
ン
チ
を
食
べ
る
時
間
も
な

い
ほ
ど
で
す
。

借
入
の
際
は
、
お
客
さ
ま
の
家
族

構
成
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
話
を
し

な
が
ら
、
今
の
収
入
に
見
合
っ
た
借
入
な

の
か
、
今
後
の
返
済
は
厳
し
く
な
い
か
、

私
が
お
客
さ
ま
の
立
場
だ
っ
た
ら
と
い

う
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
審
査
し
て
い

ま
す
。
未
処
理
の
案
件
が
溜
ま
っ
て
い
る

時
は
、
本
当
に
自
分
が
す
べ
て
処
理
で
き

る
の
か
不
安
に
な
る
こ
と
も
。
期
限
が

迫
っ
て
い
る
時
な
ど
は
特
に
焦
り
ま
す

ね
。

先
輩
が
と
て
も
や
さ
し
く
、人
間
関

係
に
は
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。忙
し
い

時
は
み
ん
な
で
声
を
か
け
あ
っ
て
仕
事
を

分
担
し
た
り
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
い
い
で

す
。
誰
か
元
気
が
な
い
時
は
み
ん
な
で
お

茶
を
し
た
り
、
ビ
ー
チ
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
で
気
分
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

す
。

今
ま
で
窓
口
や
渉
外
係
な
ど
を
担

当
し
て
、唯
一
経
験
し
て
い
な
い
の

が
企
業
係
。
女
性
の
企
業
係
は
あ
ま
り
い

な
い
の
で
、
そ
れ
を
め
ざ
し
て
頑
張
り
た

い
で
す
。

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

な
ど
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
と
、

そ
の
知
識
を
お
客
さ
ま
に
提
供
で
き
ま

す
。
銀
行
で
も
資
格
取
得
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
る
の
で
、
入
行
後
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
人
も
多
い
で
す
。
ま
た
、
銀
行
も

サ
ー
ビ
ス
業
な
の
で
、
人
と
の
会
話
に
慣

れ
て
い
る
方
が
い
い
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ

な
人
に
出
会
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
わ
せ

た
対
応
が
で
き
る
と
、
お
客
さ
ま
だ
け
で

な
く
、
先
輩
や
上
司
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
取
り
や
す
い
で
す
。

株式会社 沖縄銀行 西崎支店支店長  佐喜真 裕さん

今
後
の
目
標
は
？

職
場
で
の
人
間
関
係
を

円
滑
に
す
る
秘
訣
は
？

同
じ
仕
事
を
め
ざ
す
人

経
験
の
中
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
！

お客さまの

立場に立って

考えます。

忙しさも

チームプレーで

乗り切ります！

「金融のシゴト（銀行員）」●今月のシゴト・ターゲット

株式会社　沖縄銀行　西崎支店　比嘉 桃子さん（25歳）

比嘉 桃子さん

　融資担当は、お客さまのデリケートな部分に触れる

必要があるので、不快感を与えずにしっかり話を聞い

て審査することが重要。その点、彼女は人あたりがよ

く、聞き上手な面があります。今後は企業の融資担当に

向けて、今以上に財務の知識や経済環境・業界動向な

どの大きな視点が必要になってきます。今のまま素直

に成長し、さらにステップアップして欲しいです。

あなたの熱意を応援します!

　県では、雇用情勢の改善に向け、既存中小・零細企
業や立地企業等による企業説明会および面接会を開
催します。参加無料、年齢不問、入退場自由となってい
ますので、多くの求職者の参加をお待ちしています。
来場者には、就活ガイドブックの配布サービス等もあ
ります。時間は午後１時～６時です。

　ファミリーサポートセンターは、仕事と育児の両立
に悩む人達を、地域の方々が応援する会員登録制の
有償ボランティア組織です。
　仕事と育児を両立できる環境づくりのため、子ども
の一時預かりや保育施設への送迎などの育児支援を
行っています。

◆2月6日(土)　沖縄市民会館
◆2月13日(土)　沖縄産業支援センター
◆2月20日(土)　名桜大学
◆2月27日(土)　読谷村総合福祉センター
◆問合せ先　マッチングステーション
　☎050-3072-9145

　北部地域を主な対象に、障がい者・若者・高齢者等、
地域の人々が共生できる社会づくりをめざした「みん
なでグッジョブ・市民フォーラム」が、地域NPOや若者
の就労支援団体等の主催により開催されます。

◆日時　2月6日(土) 午前10時̃午後４時
　　　　　　　　  (講演会は午後２時開始予定)
◆場所　名護市産業支援センター　大会議室等
◆問合せ先　
　NPO法人HICO(北部地域ITまちづくり協働機構)
　☎0980-53-5311  http://www.hico.or.jp/

　金融
業
界
の
代
表
的
な
職
業
で
も

あ
る
銀
行
員
の
仕
事
は
、主
に
預
金
業

務
、貸
付
業
務
、為
替
業
務
、国
債
な
ど

の
債
券
の
売
買
業
務
な
ど
で
す
。銀
行

員
は
、お
客
さ
ま
の
大
事
な
お
金
を
預

か
っ
て
運
用
す
る
仕
事
な
の
で
、責
任

感
が
強
く
、信
用
の
お
け
る
人
柄
で
あ

り
、ま
た
慎
重
か
つ
素
早
く
、正
確
に

仕
事
が
で
き
る
こ
と
が
第
一
条
件
。

サ
ー
ビ
ス
業
の
一
面
も
あ
る
た
め
、人

あ
た
り
が
よ
い
こ
と
も
大
切
で
す
。金

融
業
界
は
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
緩
和
に

よ
り
、金
利
の
有
利
な
商
品
の
設
定

や
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
で

の
取
引
の
充
実
な
ど
、各
銀
行
が
サ
ー

ビ
ス
で
特
色
を
出
し
て
競
う
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。世
界
情
勢
に
影
響

を
受
け
る
業
界
で
も
あ
り
、お
客
さ
ま

の
多
様
で
高
度
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆問合せ先
・那覇市ファミリーサポートセンター
 ☎098-857-8991
・沖縄市ファミリーサポートセンター
 ☎098-933-1234
・豊見城市ファミリーサポートセンター
 ☎098-840-5633
・名護市ファミリーサポートセンター 
 ☎0980-53-5438
・北谷・嘉手納・北中城ファミリーサポートセンター
 ☎098-894-2988
・浦添市ファミリーサポートセンター 
 ☎098-870-0073
・宜野湾市ファミリーサポートセンター
 ☎098-893-4411
・うるま市ファミリーサポートセンター
 ☎098-972-6229
・宮古島市ファミリーサポートセンター
 ☎0980-73-5245

～ひとりで悩まず、楽しい子育て～
ファミリーサポートセンター

雇用マッチングキャラバン事業

「みんなでグッジョブ・
市民フォーラム」開催!



お問い合わせお問い合わせ ●沖縄県各市町村住民税担当課 ●県税務課  TEL.098-866-2101　　　FAX.098-866-2709

個人住民税の特別徴収のしくみ

「納税」は国民の三大義務のひとつ

個人住民税の特別徴収のメリット

従業員の個人住民税の特別徴収を実施していない事業主の方へ
給与支払者は、法律により原則としてすべて特別徴収義務者です。

個人住民税の特別徴収
－実施のご案内－

インターネット公売

「従業員の所得税は給与から源泉徴収しているけど、個人住民税は天引きしていない」
ということはありませんか？
■個人住民税の特別徴収とは、給与支払者が、毎月、従業員に支払う給料から住民税（市町村民税＋県民税）を徴
収（天引き）し、市町村へ納入していただく制度です。
■地方税法第321条の4及び市町村の条例の規定により、給与支払者は、原則としてすべて特別徴収義務者とし
て個人住民税を特別徴収していただくことになっています。

インターネット公売の普及でこれまで主に不動産等を中心としていた公売物件が動産等に
広がり、さまざまな物件の公売が可能となりました。

○毎月、給料から天引きされるため納め忘れがありません。
○一人ひとりが毎期ごとに金融機関に出向く手間を省くことができます。
○１年分の税額を12回に分けるため、１回あたりの納付額が少なくなります。（普通徴収は年４回）

○所得税と異なり、税額計算や年末調整の必要がありません。
○従業員が常時10人未満の事業所は、申請により年12回の納期を年２回にすることができます（納期の特例）。

　「納税」は憲法に定められた国民の三大義務のひとつです。税金は納税通知書に書いてある「納期限」までに納めなくてはな
りません。「納期限」を過ぎてしまうと、いわゆる「滞納」となります。
　納税者の中には、納期限をうっかり忘れてしまう人もいます。そのため、納期限後20日以内に文書で督促を行います。これを
「督促状」と呼びます。「督促状」を発送した日から10日を過ぎると、法律に基づき「財産を差し押さえなくてはならない」ことと
なっていますので、最短で納期限から約１カ月で差し押さえられる可能性があります。ただし、財産なら何でも差し押さえてよ
いというわけではなく、滞納者の日常生活が脅かされるような差し押さえは、法律で禁止されています。

公売で売却されるなんてかわいそう？
　財産を公売されるなんてかわいそうと思われるかもしれません。しかし、県民の95％
以上の人は、きちんと納税しています。残りの5％の中には、資力がありながら払わない
人がいます。資力がありながら納税意識に欠ける滞納者については、財産調査を行い、
差し押さえを執行して、売却（公売）し、滞納税額へ充てます。これにかかる人件費等の
費用は、真面目に納めた納税者の税金から支出されているのです。

官公庁オークション
　沖縄県のインターネット公売は、ヤフー株式会社の提供する官公庁オークションを利用しています。官公庁オークション
（年９回開催）のスケジュールは、サイトでご確認ください。
　県内では沖縄県のほか浦添市、那覇市、石垣市、沖縄市、うるま市の５市が導入しています。

個人住民税の特別徴収の手続き
　毎年1月31日までに提出することになっている給与支払報告書（総括表）の右下の「前年度分の特別徴収義務
者指定番号」の欄に朱書きで「特別徴収希望」と記載のうえ、各市町村の住民税担当部署へご提出ください。５月
中に各市町村から特別徴収税額の通知があります。
　また、年度途中から特別徴収を開始する場合は、市町村から書類を取り寄せ、必要事項を記入のうえ、各市町村
の住民税担当部署へご提出ください（詳しくは各市町村の住民税担当部署へご連絡ください）。

②
税
額
の
計
算

市
町
村

特
別
徴
収
義
務
者

（
給
与
支
払
者
）

（
給
与
所
得
者
）

従
業
員

①給与支払報告書の提出
（１月31日まで）

③特別徴収税額の通知
（５月31日まで）

④特別徴収税額の通知
（５月31日まで）

⑤個人住民税の徴収
６月から翌年の５月まで
毎月の給料支払日に天引き［　　　　　　］⑥税額の納入

（翌月10日まで）

官公庁オークションの画面

公売物件の例：
天然ブルーサファイア
20カラットの指輪
（プラチナ台）

落札額：
3,250,000円

公売物件の下見会の様子

～官公庁オークションの流れ～　

①実施物件の公開

②参加申込み

③参加申込み締切

④入札開始

⑤入札期間終了

⑥公売保証金の返還

入札開始のおよそ２週間から１カ月前に、
実施物件を事前に公開します。

入札参加したい公売物件ごとに手続き、
公売保証金を納付します。

不動産の入札は１回のみ。
動産のせり売りは何度でも入札可能です。

落札後は、必要な代金を納付。
物件の権利移転手続きを行います。

公売落札者以外の参加申込者には、原則として
保証金が全額返還されます。クレジットカードで
お支払いの場合、カードの引き落としは行われません。

官公庁オークション

従業員（給与所得者）

給与支払者（特別徴収義務者）



●
期
間

　
2
月
5
日（
金
）〜
7
日（
日
）

●
場
所

　
県
立
博
物
館
・
美
術
館

●
備
考

　
入
場
無
料

●
問
合
せ

　

 

県
商
工
振
興
課

　

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
3
3
7

●
日
時

　
2
月
14
日（
日
）午
後
1
時
半
〜

●
場
所

　
ち
ゃ
た
ん
ニ
ラ
イ
セ
ン
タ
ー

●
主
催

　
沖
縄
国
際
ア
ジ
ア
音
楽
祭
実
行

　委
員
会
、北
谷
町
教
育
委
員
会

●
備
考

　
入
場
無
料

●
問
合
せ

　

 

沖
縄
国
際
ア
ジ
ア
音
楽
祭
事
務
局

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
0
0
5

●
願
書
受
付

　
2
月
8
日（
月
）ま
で

●
受
付
場
所

　
県
警
察
本
部
警
務
課
人
事
係

●
場
所

　
県
三
重
城
合
同
庁
舎
4
階

●
内
容

　消
費
生
活
に
関
す
る
各
分
野
の

　知
識
に
つ
い
て
の
学
習

●
定
員

　
50
人
程
度（
※
先
着
順
）

●
応
募
締
切

　2
月
12
日（
金
）

●
問
合
せ

　

 

県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

 

　
☎
0
9
8
ー
8
6
3
ー
9
2
1
2

●
募
集
期
間

　
2
月
1
日（
月
）〜
12
日（
金
）

●
募
集
科
名

　【具
志
川
校
】

　電
管
施
工
科
、自
動
車
整
備
科
、建
設
機

　械
整
備
科
、造
園
科
、メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
科
、

　情
報
シ
ス
テ
ム
科
、Ｏ
Ａ
事
務
科
、製
図

　科（
身
体
障
害
者
コ
ー
ス
）、販
売
実
務
科

　（知
的
障
害
者
コ
ー
ス
）

　【浦
添
校
】

　自
動
車
整
備
科
、電
気
通
信
工
事
科
、建

　設
機
械
整
備
科
、電
気
工
事
科
、板
金
溶

　接
科
、設
備
シ
ス
テ
ム
科
、エ
ク
ス
テ
リ

　ア
科
、O
A
事
務
科（
身
体
障
害
者
コ
ー

　ス
あ
り
）、I
T
ビ
ジ
ネ
ス
科

●
問
合
せ

　県
立
具
志
川
職
業
能
力
開
発
校

　
☎
0
9
8
ー
9
7
3
ー
6
6
8
0

　県
立
浦
添
職
業
能
力
開
発
校

　
☎
0
9
8
ー
8
7
8
ー
5
6
2
7

　就
職
を
希
望
す
る
女
性（
学
生
、新
卒
、妊

婦
を
除
く
）を
対
象
に
調
剤
事
務
管
理
士
の

資
格
取
得
を
目
指
す
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
間

　
3
月
1
日
〜
17
日（
月
・
水
・
金
）

●
場
所

　
労
政
・
女
性
就
業
セ
ン
タ
ー（
那
覇
）

●
申
込
み

　2
月
15
日
・
16
日
来
所
申
込
み

●
選
考
方
法

　筆
記
試
験
・
面
接

●
受
講
料

　無
料

　（教
材
費
等
1
2,
4
0
0
円
自
己
負
担
）

●
問
合
せ

　県
労
政
・
女
性
就
業
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
9
8
ー
8
6
3
ー
1
7
8
8

　農
林
業
の
生
産
構
造
と
就
業
構
造
な
ど

の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、５
年
ご
と
に

全
国
一
斉
に
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　2
月
1
日
頃
、農
家
や
林
家
に
調
査
員

が
伺
い
ま
す
の
で
、調
査
に
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　調
査
し
た
内
容
は
、秘
密
が
厳
守
さ
れ
、

統
計
資
料
以
外
の
目
的
で
使
用
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ

　県
統
計
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
0
5
0

●
日
時

　
2
月
13
日（
土
）午
後
1
時
〜
5
時

●
場
所

　県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　（那
覇
市
首
里
石
嶺
町
）

●
内
容

　ア
ル
コ
ー
ル
、薬
物
、ギ
ャ
ン
ブ
ル

　な
ど
の
依
存
症
の
知
識
と
理
解
を
深
め
、

　依
存
症
か
ら
の
回
復
を
め
ざ
し
て
い
る

　グ
ル
ー
プ
の
活
動
や
体
験
談
の
紹
介
等

●
講
師

　石
塚

　伸
一
氏

　
　
　
　（龍
谷
大
学
法
科
大
学
院
教
授
）

●
備
考

　入
場
無
料

●
問
合
せ

　県
立
総
合
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　☎
0
9
8
ー
8
8
8
ー
1
4
4
3

　２
月
は
、北
方
領
土
返
還
運
動
全
国
強

調
月
間
で
す
。我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る

北
方
四
島
は
、戦
後
60
年
以
上
を
経
た
今
日

ま
で
返
還
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。北
方
領
土
返

還
は
国
民
の
願
い
で
す
。一
日
も
早
い
北
方

領
土
の
返
還
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ

　県
広
報
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
0
2
0

　県
で
は
、県
内
宿
泊
施
設「
県
民
１
人
１

●
受
験
資
格

　昭
和
44
年
4
月
2
日
以
降

　に
生
ま
れ
た
者
、一
等
航
空
整
備
士（
回

　転
翼
航
空
機
）の
資
格
を
有
す
る
者

●
問
合
せ

　県
警
察
本
部
警
務
課

　

　
☎
0
9
8
ー
8
6
2
ー
0
1
1
0

●
応
募
資
格

　
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者

　お
よ
び
そ
の
子
弟
で
、県
外
の
大
学
に
在

　学
、ま
た
は
入
学
予
定
者
の
う
ち
、寮
か

　ら
通
学
が
可
能
で
、か
つ
経
済
的
理
由
に

　よ
り
住
居
の
確
保
が
困
難
な
者

●
学
生
寮
名
・
所
在
地
・
募
集
人
員

　
①
南
灯
寮（
男
子
寮
）東
京
都 

個
室
27
人

　②
沖
英
寮（
女
子
寮
）東
京
都 

個
室
10
人

　③
大
阪
寮（
男
子
寮
）大
阪
府 

個
室
11
人

●
申
込
期
限

　
2
月
12
日（
金
）午
後
5
時

●
問
合
せ

　（財
）沖
縄
県
国
際
交
流
・
人
材
育
成
財
団

　
☎
0
9
8
ー
9
4
2
ー
9
2
1
2

●
期
間

　
2
月
17
日（
水
）〜
19
日（
金
）
　

　
　
　
　3
月
1
日（
月
）〜
3
日（
水
）

泊
運
動
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。県
内
の
離

島
や
観
光
施
設
等
を
訪
れ
、沖
縄
の
魅
力
を

あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
ょ
う
！

●
問
合
せ

　県
観
光
振
興
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
7
6
4

　全
島
緑
化
の
推
進
を
図
る
た
め
、御
万
人

（
う
ま
ん
ち
ゅ
）に
よ
る
５
万
本
の
植
樹
を
目

標
に
地
域
等
の
緑
化
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

●
支
援
対
象

　
市
町
村
や
地
域
の
ボ
ラ
ン

　テ
ィ
ア
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
各
種
団
体
、

　学
校
等
の
緑
化
活
動

●
支
援
内
容

　県
内
で
地
域
住
民
が
参
加

　し
て
行
う
緑
化
活
動
に
必
要
な
経
費

●
受
付
期
間

　3
月
末
日
ま
で

●
問
合
せ

　県
森
林
緑
地
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
2
9
5



読谷村役場建設部商工観光課・山内嘉親係長（右）
読谷村商工会・西平朝吉事務局長（左）

特産品を使った地域伝統のお菓子「楚辺ポーポー」

新たな魅力を見せる読谷山花織

新しい発想で
「もずく丼の
素」などの人気
商品を生み出
した

読 谷 村

輝
け　

わ
し
た
島
の
未
来

！

村
内
外
か
ら
注
目
が
集
ま
る

「
読
谷
産
野
菜
ス
イ
ー
ツ
」

互
い
に
知
恵
を
出
し
、

付
加
価
値
の
高
い
商
品
を
開
発

　

世
界
遺
産
の
座
喜
味
城
跡
や
残
波
岬
な

ど
の
絶
景
で
知
ら
れ
る
読
谷
村
は
、紅
芋
や

冬
瓜
、さ
と
う
き
び
を
中
心
と
す
る
農
業
と

県
内
最
大
の
定
置
網
に
よ
る
漁
業
が
盛
ん

な
地
域
で
す
。現
在
、村
で
は
商
工
会
と
役

場
が
そ
れ
ぞ
れ
地
元
企
業
や
漁
協
、農
協
と

共
同
で「
知
産
地
笑
」を
合
言
葉
に
特
産
品

開
発
を
進
め
て
い
ま
す（「
知
産
地
笑
」と

は
、住
民
が『
知
』恵
を
出
し
合
い
、商
品
を

『
産
』み
出
す
こ
と
で
、『
地
』元
が
盛
り
上
が

り
、『
笑
』顔
が
満
ち
あ
ふ
れ
た
地
域
に
な
る

と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
）。

　

特
産
品
開
発
の
一
つ
が
野
菜
ス
イ
ー
ツ
づ

く
り
。昭
和
六
十
一
年
の
紅
芋
に
よ
る
特
産

品
開
発
が
始
ま
り
で
す
。村
商
工
会
事
務
局

長
の
西
平
朝
吉
さ
ん
は「
地
域
活
性
化
を

狙
っ
た
商
品
開
発
を
村
内
企
業
に
呼
び
か
け

て
誕
生
し
た
の
が
、全
国
的
に
有
名
に
な
っ

た『
紅
芋
タ
ル
ト
』。平
成
十
九
年
度
か
ら

は
、芋
づ
る
式
に
特
産
品
を
開
発
し
て
い
こ

う
と
す
る『
読
谷
ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
・
イ

モ
づ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』も
動
き
出
し
て
い

ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、村
商
工
観
光
課
の
山
内
嘉
親
さ
ん

は
、商
工
・
企
業
立
地
推
進
を
行
う
中
で
農

商
工
連
携
の
新
商
品
開
発
を
進
め
て
い
ま

す
。海
産
物
を
使
っ
た
商
品
開
発
や
読
谷
村

で
収
穫
さ
れ
る
野
菜
の
ス
イ
ー
ツ
、冬
瓜
を

使
っ
た
カ
レ
ー
な
ど
を
手
が
け
て
い
ま
す
。

　
「
地
元
の
野
菜
を
使
っ
て
い
る
の
で
生
産
者

も
喜
ん
で
い
ま
す
」と
う
れ
し
そ
う
に
話
す
の

は
、「
と
う
が
ん
パ
イ
」を
製
造
す
る
洋
菓
子
店

ミ
ッ
シ
ェ
ル
の
比
嘉
満
さ
ん
。ま
た
、冬
瓜
の
形

を
し
た
独
特
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

上
地
み
ゆ
き
さ
ん
は
、自
身
で
も
地
元
の
あ
か

ね
芋
を
使
っ
た
野
菜
ス
イ
ー
ツ「
あ
か
ね

ロ
ー
ル
」を
考
案
。「
第
一
回
よ
み
た
ん
野
菜
ス

イ
ー
ツ
物
語
コ
ン
テ
ス
ト
」で
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、商
品
化
に
向
け

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

村
内
で
カ
フ
ェ
を
営
む
儀
間
眞
智
子
さ

ん
は
、紅
芋
や
黒
糖
な
ど
の
地
域
資
源
を

使
い
、
伝
統
的
な
お
菓
子
「
楚
辺
ポ
ー

ポ
ー
」を
提
供
。「
地
元
の
楚
辺
で
受
け
継

が
れ
て
き
た
ポ
ー
ポ
ー
を
守
り
、読
谷
を

ポ
ー
ポ
ー
の
里
に
し
た
い
」と
笑
顔
で
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

村
漁
協
の
前
田
晃
さ
ん
は
、商
工
会
や

コ
ー
プ
お
き
な
わ
と「
魚
の
マ
ー
ス
煮
」や

「
も
ず
く
丼
の
素
」を
共
同
開
発
し
て
い
ま

す
。「
売
る
側
と
買
う
側
が
一
緒
に
商
品
開

発
を
す
る
こ
と
で
、消
費
者
と
の
意
識
の

ズ
レ
を
縮
め
ら
れ
る
」と
成
功
の
秘
訣
を

語
り
ま
す
。「
読
谷
漁
恊
の
定
置
網
で
新

鮮
な
魚
が
手
に
入
る
読
谷
村
な
ら
で
は
の

商
品
化
で
、地
域
の
人
が
喜
ぶ
も
の
を
作

り
た
い
」と
、ら
っ
き
ょ
う
か
ま
ぼ
こ
を
開

発
し
た
か
ぎ
ぜ
ん
寿
味
屋
の
新
川
高
規

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

読
谷
村
で
は
新
商
品
だ
け
で
は
な
く

伝
統
工
芸
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、伝
統
工

芸
に
新
た
な
魅
力
を
加
え
、進
化
さ
せ
な
が

ら
継
承
し
て
い
ま
す
。「
登
り
窯
に
こ
だ
わ

り
、技
術
を
継
承
し
な
が
ら
、沖
縄
の
風
土

に
合
っ
た
生
活
の
器
を
追
求
し
た
い
」と
語

る
の
は
、や
ち
む
ん
の
里
で
十
三
連
房
の

共
同
登
り
窯
を
構
え
る
読
谷
山
焼
北
窯

の
松
田
共
司
さ
ん
。六
百
年
余
の
歴
史
を

持
つ
読
谷
山
花
織
の
事
業
協
同
組
合
で

は
、素
材
や
糸
、色
柄
な
ど
に
デ
ザ
イ
ン
戦

略
を
取
り
入
れ
て
活
性
化
を
め
ざ
し
、三

月
に
は
沖
縄
市
の
プ
ラ
ザ
ハ
ウ
ス
で
展
示

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。池
原
竹
子
理
事

　先日初めてスノボに挑戦しました。自宅でWiiを使ったイメージト
レーニングをし、自信満々に現地入り。ところがいざ滑ってみると七転
八倒。なかなか上手く滑れません。さっそうと滑る子どもたちを尻目に
ジタバタ。おかげで翌日は今まで経験したことのない全身筋肉痛。南国
育ちの私には不向きなスポーツだったようです。　　　　　 (momo)

　ある日、娘が「パパ、みんなでコレやろうよ♪」とひょいと差し出してきた
のが「沖縄おもしろカルタ」。早速、家族でやってみると、「れんしゅうでー
じでした」「よくみたらまるばいですね」など、どこからツッコんでいいのか
わからないシュールなカルタでした。やった後のゆるい脱力感がいい感
じです。責任は持ちませんが、個人的にはオススメですよ。　　　（tako）

企画・編集・発行　沖縄県知事公室広報課
〒900-8570　沖縄県那覇市泉崎1-2-2
TEL：098-866-2020
●表紙 写真・島袋常貴／
　伝統技術を継承しながら風土に
　合った生活の器を追求（読谷村）
　

知
恵
を
出
し
合
い
、地
域
資
源
で
読
谷
を
元
気
に
！

 

知
産
地
笑  

が
活
性
化
の
キ
ー
ワ
ー
ド
！

長
、
又
吉
弘
子
副
理
事
長
は
、「
伝
統
を
継

承
し
つ
つ
、新
し
い
花
織
の
魅
力
を
見
せ

た
い
」と
意
欲
的
で
す
。

　
「
独
特
の
風
土
や
地
域
性
を
持
つ
こ
の

地
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
が
誇
り
」と
胸

を
張
る
山
内
さ
ん
は
、西
平
さ
ん
と
と
も

に「
行
政
、農
協
、漁
協
、商
工
会
が
互
い
に

協
力
的
」「
役
場
か
商
工
会
の
ど
ち
ら
か
で

先
行
し
て
い
る
事
業
は
他
方
が
支
え
る
」と

読
谷
の
優
れ
た
連
携
ぶ
り
を
ア
ピ
ー
ル
。

 

読
谷
の
た
め
に  

と
い
う
多
く
の
地
域
愛

が
村
の
元
気
を
支
え
て
い
ま
し
た
。

　

読谷村役場 建設経済部商工観光課
☎098-982-9216　URL　http://www.yomitan.jp/
読谷村商工会
☎098-956-4011　URL  http://www.yomitan.or.jp/

アンケート
「美ら島沖縄」のご感想をお聞かせください。
パソコンはこちら
http://www.pref.okinawa.jp/churahome/

古
い
も
の
も
新
し
い
も
の
も

読
谷
を
輝
か
せ
る
魅
力

“

”
“

“

沖縄県広報誌
平成22年2月1日発行第34巻2号通巻413号

よ
し
ち
か

ゆ
ん
た
ん
ざ
は
な
う
い

読谷村のあかね芋そのものの甘み
を生かした「あかねロール」

「
読
谷
村
に
学
ぶ
！
」

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
発
ヒ
ン
ト

・
自
然
豊
か
な
の
ど
か
な
農
村
の

  

イ
メ
ー
ジ
を
守
る

・
行
政
、農
協
、漁
協
、商
工
会
の

  

理
想
的
な
連
携

・   

島
国
根
性   

と
呼
ば
れ
る
地
域
の

  

団
結
力
が
パ
ワ
ー
の
源

“

”

冬
瓜
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
か
わ
い
い「
と

う
が
ん
パ
イ
」（
上
）、開
発
中
の「
と
う
が
ん
カ
レ
ー
」

こ
う
き

13連房の共同登り窯


